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崎県漁政対策委員会（会長 丸山 英満）は去る3月10日、第5回漁政対策委員会を開催した。 

協議内容は下記の通り 

(１) 平成23年度佐多対空射場水域設定について 

(２) 平成23年度種子島周辺漁場対策について 

(３) その他 

引き続き佐多対空射場水域設定事前協議を開催し、期間・水域について例年通りの内容で承認された。

宮

崎県かつお・まぐろ漁業者協会（会長 丸山英満）は、去る3月7日（月）日南市南郷町めいつ漁民センターに

おいて第1回役員会を開催した。協議内容は以下の通り。 

1. 平成22年度業務報告書及び収支決算書の承認について  

2. 平成23年度事業計画書及び収支予算書（案）の承認について  

3. 平成23年度賦課金の額及び徴収方法の決定について  

4. 総会の日程について  

5. 役員改選について  

以上原案通り承認 

尚、3月11日に発生した東日本大震災対応のため総会は開催せず、書面決議となり、過半数の承認を得て全案可

決となった。

宮

業経営安定化推進協会は、平成23年3月17日(木)福岡県水産会館において、漁業経営セーフティネット構

築事業加入促進及び補てん等に係る説明会を開催した。 

協議事項 

①平成23年度契約の加入促進について  

【漁安協 木村事務局長】  

今回の東日本大震災において加入期限が変更となった。 

『主な変更点』 

・加入申込み期限：3/31→5/31  

・積立金納付期限：5/31→6/30 

・被災者に対しては随時加入を認める。 

・事業参加者の締結期限延長（本県は加入済） 

・被災者に対して積立金の取り崩しを認める。  

②補てん発動時の実務について  

【漁安協 山本事務局長次長】 

第4四半期1～3月の燃油補てん発動時の事務手続を中心に説明。  

漁
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漁協名＼区分

3月分 3月末累計 昨年同月累計 増減
魚価対比 

％
数量 

t

金額 

千円

魚価 

円/kg

数量 

t

金額 

千円

魚価 

円/kg

数量 

t

金額 

千円

魚価 

円/kg

数量 

t

金額 

千円

北浦 1,871 200,590 107 6,804 551,866 81 4,771 403,805 85 2,032 148,062 -4.2

島浦町 328 90,049 275 1,588 308,023 194 1,566 363,957 232 22 -55,933 -16.5

延岡 28 6,518 231 58 16,571 287 44 17,644 402 14 -1,073 -28.6

延岡市 72 32,286 449 175 107,242 612 176 117,254 668 -0 -10,012 -8.3

庵川 75 40,347 535 240 132,123 550 280 136,397 487 -40 -4,274 12.8

門川 66 25,954 396 120 53,185 444 122 55,433 456 -2 -2,248 -2.6

日向市 298 169,492 568 805 486,553 604 1,130 632,947 560 -325 -146,393 7.9

都農町 52 29,618 570 110 62,201 565 114 68,218 598 -4 -6,017 -5.4

川南町 332 191,295 576 875 508,976 582 1,223 721,271 590 -348 -212,295 -1.4

一ツ瀬 16 11,641 730 39 26,948 697 38 28,893 759 1 -1,944 -8.1

檍浜 16 4,286 264 21 6,992 328 16 7,635 468 5 -644 -30.0

宮崎 174 54,871 315 296 116,035 392 222 98,692 445 74 17,343 -11.9

宮崎市 97 46,592 481 206 98,413 478 220 107,280 487 -14 -8,867 -1.9

日南市 774 321,580 416 1,355 608,603 449 1,586 699,915 441 -231 -91,311 1.8

南郷 1,181 509,428 431 1,845 830,020 450 2,700 1,324,473 490 -856 -494,453 -8.3

栄松 72 39,062 546 145 78,902 545 174 75,793 437 -29 3,109 24.8

外浦 340 138,103 406 716 317,367 443 1,005 370,373 368 -290 -53,006 20.3

串間市東 133 58,771 440 382 183,876 482 435 194,837 448 -53 -10,961 7.4

串間市 593 330,486 557 2,195 1,243,455 566 1,968 1,101,767 560 228 141,688 1.2

合計 6,518 2,300,970 353 17,974 5,737,353 319 17,790 6,526,583 367 184 -789,230 -13.0

端数処理の関係で、下1桁が合わない部分があります。
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月決算組合の平成22年度通常総会・総代会が一斉に開催され、平成22年度事業報告及び平成23年度事

業計画等の提出議案を審議し承認決定した。 

組織及び概況は次の通り。

12

1.檍浜漁協通常総会（3月18日） 

正組合員数 26名

准組合員数 22名

購買事業の取扱高 2,036万円

2.都農町漁協通常総会（3月23日） 

正組合員数 61名

准組合員数 52名

信用事業の貯金高 7億3,262万円

購買事業の取扱高 4,078万円

販売事業の取扱高 2億4,152万円

3.北浦漁協通常総代会（3月25日） 

正組合員数 446名

准組合員数 133名

信用事業の貯金高 43億405万円

購買事業の取扱高 3億5,708万円

販売事業の取扱高 48億8,824万円

4.日向市漁協通常総会（3月25日） 

正組合員数 288名

准組合員数 54名

信用事業の貯金高 31億6,738万円

購買事業の取扱高 3億5,922万円

販売事業の取扱高 25億254万円

5.川南町漁協通常総会（3月25日） 

正組合員数 267名

准組合員数 108名

信用事業の貯金高 21億4,577万円

購買事業の取扱高 3億6,755万円

販売事業の取扱高 24億9,715万円

6.門川漁協通常総会（3月28日） 

正組合員数 56名

准組合員数 28名

信用事業の貯金高 8億1,885万円

購買事業の取扱高 6,263万円

販売事業の取扱高 2億9,609万円

7.延岡漁協通常総会（3月29日） 

正組合員数 46名

准組合員数 60名

信用事業の貯金高 6億8,629万円

購買事業の取扱高 4,071万円

販売事業の取扱高 1億9,929万円

8.延岡市漁協通常総会（3月29日） 

正組合員数 156名

准組合員数 50名

信用事業の貯金高 24億5,344万円

購買事業の取扱高 9,955万円

販売事業の取扱高 20億3,627万円

9.日南市漁協通常総会（3月29日） 

正組合員数 188名

准組合員数 64名

信用事業の貯金高 24億8,575万円

購買事業の取扱高 10億5,445万円

販売事業の取扱高 53億4,585万円

10.島浦町漁協通常総代会（3月30日） 

正組合員数 271名

准組合員数 19名

信用事業の貯金高 25億1,394万円

購買事業の取扱高 4億7,060万円

販売事業の取扱高 24億4,038万円

11.庵川漁協通常総会（3月30日） 

正組合員数 82名

准組合員数 46名

信用事業の貯金高 12億8,032万円

購買事業の取扱高 1億6,149万円

販売事業の取扱高 6億7,376万円
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る、平成23年3月25日、日向市細島港ケーソン仮置場において平成22年3

月31日にケーソン背面に設置されたシェルナースの2回目となるモニタリン

グ調査が実施された。 

今回のモニタリングは、1段5基を縦方向に2段設置されている上段部分の隠れ場

創出タイプ（帆立貝・緋扇貝）、小型生物タイプ（緋扇貝・牡蠣・アコヤ貝）それぞれ1

個ずつのテストピース（長さ30cm、直径15cm）を取り外し調査。 

１回目に比べ付着生物も多くなっており、真たこや

カサゴの稚魚なども見られた。 

そして今回の調査では海藻類の付着も確認できるなど、シェルナースが設置され

ていない部分と比較しても大きな差が見られた。 

以上のシェルナースを回収し、サンプル瓶に入れホルマリン溶液に浸け、生物量及

び種類の詳細を確認するため専門家に調査依頼をする。 

午後より、調査場所提供元である国土交通省九州

地方整備局細島事務所を訪れ、モニタリング調査の海中ビデオを上映し結果報告

を行なった。 

今後の予定については、今年の9月に実験最後となるモニタリング調査が行なわれ

るので、更なる好結果を期待したい。 

去

川南町が平成22年度リマ区域等周辺漁業施設設置事

業により導入したJFブランド商品「ボ－トワインダ－」の

関係行政担当者による完成検査が3月23日、同ＪＦ新上架施設

内で実施された。 

当日は、試運転検査として同ＪＦ所属19トン型マグロ漁船（21漁

生丸）を上架し実際の作動状況についても確認し検査を終了し

た。 

今後、同施設の導入により「作業安全性」、「省人化」、「作業時

間の短縮」等が図られ上架作業の安全確保及び効率化が進

むこととなる。

JF
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のぼり渡し式 

る4月1日（金）午前5時45分、夜明けが近付く宮崎市中央卸売市場

魚せり場において、「宮崎初かつおフェア2011」の「のぼり渡し式」

が執り行われ、「宮崎初かつおフェア2011」がスタートしました。 

開式前には、会場内出席者に対して東日本大震災の被災者に対する黙

とうが実施され、その後開式となりました。 

まず、宮崎初かつおフェア実行委員会下野和文会長から主催者あいさつ

がなされ、その後、宮崎県魚市場連合会永谷良一会長から水産仲卸協

同組合田中義博理事長及び水産買参人組合大浦義輝副理事長に対し

て、のぼり旗が交付されました。そして、田中理事長及び大浦副理事長から「宮崎初かつおフェア2011」を盛り上げ

る決意表明がなされました。いよいよ「宮崎初かつおフェア2011」のスタートとなりました。 

去

河野知事表敬訪問 

野俊嗣宮崎県知事に「宮崎初かつおフェア2011」が順調にスタート

したことを報告するために、後刻表敬訪問を行いました。 

知事執務室では、下野宮崎初かつおフェア実行委員会会長が河野知事

に表敬訪問の趣旨を述べられ、大物の初かつおを贈呈しました。そして、

カツオ料理の試食をして頂きましたが、河野知事は美味しい美味しいと、

談話をしながら箸を動かしておられました。 この後、河野知事に法被を着

てカツオを持ってもらって、ＰＲ用の記念写真撮影を行いました。 

河

「宮崎初かつおフェア２０１１」協賛イベント

フローランテ宮崎会場 

る4月2日（土）午後0時30分からフローランテ宮崎で「宮崎初かつお

フェア2011」協賛イベントとして、宮崎県おさかな普及協議会連合

会主催のマグロ解体ショーとまぐろの刺身ふるまい（先着500名）、並びに

クイズとじゃんけんでかつお1本が20名様に当たるプレゼントが実施され、

園内は春の花々と一緒に大変賑わっていました。 

去

久峰総合公園会場 

た、同日午後4時から久峰総合公園（宮崎市佐土原町）の「久峰公

園桜まつり」において、同じく「宮崎初かつおフェア2011」協賛イベ

ントとして、宮崎県おさかな普及協議会連合会主催のマグロ解体ショーと

まぐろの刺身ふるまい（先着400名）、並びにクイズ当選者にかつお１本が

３０名様に当たるプレゼントが実施され、園内はさくらの花に囲まれ、大変

賑わっていました。 

ま

楠並木よかもんロード会場 

た、4月9日（土）宮崎県庁前で開催された「楠並木よかもんロード」

では、同じく「宮崎初かつおフェア2011」協賛イベントとして、宮崎県

おさかな普及協議会連合会主催のかつおの刺身ふるまい（先着150名）、

並びにクイズ当選者にかつお1本が5名様に当たるプレゼントがそれぞれ

２回実施され、楠並木は初夏の日差しと、出店で買い物する来場者で大

変賑わっていました。 

ま
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連は、3月8日(火)水産会館第一中研修室において、平成22年度第2回管理職会議を開催し、次の事項につ

いて報告及び協議をおこなった。漁
報告事項 

(1)平成22年度1月末実績について 

協議事項 

(1) 中期経営計画について 

(2) 各出先持寄り事項について 

連は、3月28日(月)水産会館第一中研修室において、平成22年度第5回理事会を開催し、次の事項につい

て報告及び議案審議を行い、全議案とも原案通り承認された。漁
報告事項 

1. 平成22年度2月末実績について  

2. 内部監査の結果について  

3. 資産自己査定について  

4. 人事異動について  

5. コンプライアンスプログラムの進捗状況について  

附議事項 

第一号議案 平成22年度取扱及び決算見通しに
関する件

第二号議案 平成23年度取扱及び収支計画に関
する件

第三号議案 理事の利益相反に関する件

第四号議案 諸規程の改正に関する件

第五号議案 運転資金の借入に関する件 

第六号議案 石油類の価格改定に関する件報告
事項

◎平成23年4月１日付

氏名 新 旧

甲斐 俊光 総務部長 業務部長、販売課長事務取扱

日高 直泰 業務部長、販売課長事務取扱 日南支所長

阪元 和輝 指導部次長、指導推進課長事務取扱 指導部次長

盛田 繁治 業務部購買課長補佐 日南支所係長、課長補佐待遇

倉尾 恭太 指導部指導推進課係長 業務部購買課職員、係長待遇

日高 大輔 総務部経理課係長 総務部経理課職員、係長待遇 

西山 孝則 日南支所長 指導部指導推進課長、部次長待遇 

松岡 真史 日南支所次長 日南支所係長、課長補佐待遇

樹 和彦 日南支所係長、課長補佐待遇 指導部漁政課長補佐 

谷口 基 宮崎県農政水産部水産政策課 指導部漁政課長補佐 

神柱 武志 指導部漁政課長補佐 宮崎県農政水産部漁港漁場整備課主査

機構改正 

氏名 新 旧

久保 一好 総務部総務課長、部次長待遇 総務部庶務課長、部次長待遇

押川 彰子 総務部総務課長補佐 総務部庶務課長補佐

中尾 英樹 総務部総務課長補佐 総務部監理課長補佐 

新規採用 

氏名 新 規 採 用

岩谷 明彦 総務部総務課 

黒木 一秀 指導部漁政課 
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連では、棚卸監査を4月4日から5日にかけて実施し、決算監査を5月16日から20日にかけて実施する。 

監査は、3名の監事により、財務の状況及び事業の状況並びに予算統制等について執行される。漁
1. 監査基準日 平成22年3月31日  

2. 会計監査（棚卸品、現金預金）担当、事業所及び

日程  

3. 運営・会計監査（棚卸品、現金預金を除く）担当、

事業所及び日程  

担 当 事 業 所 名 実施日程

谷口監事
北浦事業所  
土々呂製氷工場 
延岡支所

平成23年4月4日（月） 
平成23年4月5日（火） 
平成23年4月5日（火） 

溝口監事
本所  
ぎょれん丸  
宮崎事業所 

平成23年4月4日（月） 
平成23年4月4日（月）  
平成23年4月4日（月）

近藤監事

南郷事業所  
日南製氷第二工場  
日南製氷第一工場 
日南支所 

平成23年4月4日（月） 
平成23年4月5日（火） 
平成23年4月5日（火）  
平成23年4月5日（火） 

担 当 事 業 所 名 実施日程

谷口監事 

 

溝口監事 

 

近藤監事

北浦事業所 平成23年5月16日（月）

延岡支所 

土々呂製氷工場 
平成23年5月17日（火）

日南支所  

日南製氷第一工場  

日南製氷第二工場  

南郷事業所 

平成23年5月18日（水）

宮崎事業所 

本所 

（業務・指導・総務） 

平成23年5月19日（木）

本所（総括） 平成23年5月20日（金）

乃里ぎょれん丸では、4月29日(金)から5月8日(日)まで9日間、昼・夜とも営業をおこないます。 

この機会に是非お立ち寄り下さい。 

また、カツオフェアーも５月８日までおこなっていますので、まだ「かつおづくし定食」を食されていない方はお早めに

どうぞ。 

5月9日からは、昨年ご好評いただいた鯛フェアーを開催しますのでご期待下さい。

魚
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平成23年度の水産試験場の新規・重点事業の紹介 

ず初めに、この度の想像を絶する大震災の犠牲になられた方々に哀悼の意を表しますとともに、被災され
た皆様にお見舞い申し上げます。 
水産試験場の試験研究につきましては、日頃から情報提供や試験操業への御協力を賜り、厚く感謝申し上

げます。 
水産試験場では、資源部、増殖部、生物利用部の3部が、それぞれ「漁業の効率化と資源の適正管理のために」
「豊かな海づくりのために」「水産物の安全性と品質向上のために」をキーワードに試験研究を進めています。 
これらの部で23年度に取り組む新規・重点事業の一部につきまして紹介します。 
また、これらの他に、漁業と資源の一体的な管理推進のため、漁業・資源管理室が設置されたことに伴い、沿岸資
源の評価・管理技術の開発に更に努めていくこととしております。 

ま

1. 日向灘海況情報提供システムの開発に関する研究（H22～26:資源部） 

在の海洋観測手段には種々の制約があり、水温・塩分・流れ等の各情報に時間や場所の偏りがあります。
そのため、海況情報として活用するためには相互補完が必要な状態にあり、より活用しやすい海況情報の
提供が求められています。そこで、海洋観測網の検討、情報統合技術の開発及び情報提供の運用に関す

る研究を行い、漁業者・試験研究のニーズに対応する日向灘の海況情報を提供できるシステムを構築していきま
す。 

現

2. 養殖新魚種種苗生産技術開発（H23～27:増殖部） 

リ類が全体の9割を占める一魚種に特化した養殖形態から、多様性に富んだ養殖の展開が求められている
ことから、県水産物ブランド品である「ひむか本サバ」（マサバ）の種苗生産技術開発に取り組み、天然種苗
に依存している本魚種の人工種苗の供給も可能とし、生産の安定化やブランド力の向上を図ります。また、

量産化の始まっていカワハギ種苗生産技術して、温暖化等の環境変動に対応するべく、南方系で高水温に強い
「ウスバハギ」の種苗生産技術開発に取り組みます。

ブ

3. 藻場の生態学的特性の把握と造成技術の確立（H22～24:増殖部） 

々深刻さを増す藻場の衰退と磯焼けに対応するため、これらの最も重要な要因と考えられる植食性動物の
過剰な採食（食害）を克服する研究を実施します。ウニ類については、どのくらいの面積で、いつ除去すべき
かを明らかにし、有効な除去技術を開発します。魚類については、瀬戸内海区水産研究所や長崎大学との

共同研究により、効率的な漁獲により資源量を制御する手法と、食害に強いホンダワラ類の利用方法の検討を行
います。併せて、近年、益々活発化する漁業者等による藻場回復活動を支援するため、これまでの研究で得られ
た、ウニ類の進入を起こりにくくするウニハードルや、効率的なホンダワラ類幼胚の添加手法である投げ込み式中
層網、本県沿岸の海域特性を考慮し、維持労力を半減し、魚類の食害を防ぐ、季節限定の囲い網等の技術に関し
て、積極的に技術指導と普及を進めます。

益

4. 魚価アップのための高品質化技術開発（H23～27:生物利用部） 

獲性魚の価格アップの重要な要素である鮮度保持、品質向上に関して肉質把握、取扱時の検討、養殖・蓄
養魚については、品質を一定にし、周年高品質化の検討が必要である。そこで、非破壊方式による脂質測
定技術を開発し、水産物の高品質化を図り、魚価アップを目指ます。また、高鮮度品を食卓まで届けるた

め、生鮮品のみでなく、凍結保存技術、解凍方法等の検討も行い、魚価向上を目指します。

多

5. ナノバブルを用いた魚類防疫対策技術の開発（H22～23:生物利用部） 

年、食の安全安心が重要視されている中、疾病予防の意識が高くなってきており、巡回指導等において、さ
らに、ワクチン使用による疾病対策を推進するとともに、併せて疾病防除及び漁場改善の観点から殺菌力
が高いとされているオゾンナノバブル等を用いた飼育環境改善の技術開発を行います。

近
その他、今回の大震災影響緩和のための技術的支援、産学官共同研究による本県課題の早期の解決へのとりく
み、６次産業化への取組と支援など、水産試験場の研究テーマは、漁業関係者の皆様が困っておられることを技
術的に解決することと考えていますので、問題点、疑問点がありましたら、どしどし御意見を頂ければと思います。

3日 県立高等水産研修所修業式（日南市）

11日
海区漁業調整委員会(宮崎市)

カツオ販売協議（宮崎市）

15日 宮崎県漁業担い手確保・育成対策推進協議会(宮崎市)

16日 平成22年度第2回宮崎県水産業・漁村振興協議会（宮崎市）

17日 内水面漁場管理委員会(宮崎市)
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崎県漁協青壮年部連絡協議会（会長 浜本将太）は、

3月18日、宮崎県水産会館第1研修室においての平

成23年度通常総会を開催した。 

まず、平成22年度事業報告及び収支決算書、平成23年度事

業計画及び収支予算書（案）について審議し、異議なく承認

決定した。 

平成23年度の主な計画は、親善球技大会の開催、漁協青壮

年部幹部移動研修会の開催等を行うことが決定された。

宮

1～2日 在庫監査

1日 第5回漁政対策委員会・佐多事前協議

8日 管理職会議

18日 宮崎県漁協青壮年部連絡協議会総会

28日 第5回理事会
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